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 おかげで一年前倒しの事業着手で慌てたのは言うまでもあり

ませんが、現地に足を運ぶことの大切さ、資料で確認するより

実際に見て判断することの重要性を教えられた出来事でした。 

 これ以来、当たり前ですがまず現地を踏査するということを肝

に銘じて設計・監督業務にあたりました。また、係長、班長の

時は監督員と一緒に現場に行きその場（現場）で指導する

ようにがけました。 

 

■ 気仙沼「○○さんを待っていた」 

 宮城北部連続地震の年は気仙沼土木事務所勤務でした。

年度初めには会計検査で指摘を受けて２度も実地検査を受

検する等、精神的に疲れている中で毎月のように地震が発生

しました。地震の影響で地盤が緩んでいる状態での大雨で魚

町地区の斜面が崩落し巨大な岩石が落下し斜面の下に駐車

していた車数台が大破しました。幸いにも一部設置していた待

ち受け擁壁のおかげで直下のホテルや民家に被害が及ばず安

堵しましたが、会計検査対応で忙しい中、今度は災害かと途

方に暮れているときでした。当時の S土木部次長が被災現場

を訪れた際に被災状況を説明しながら愚痴をこぼすと、例のや

さしい口調で「落石は三浦さんが来るのを待っていたんだ」という

話をされました。その時は何をからかっているのかと憤慨して気に

も留めませんでした。 

 しかし、その言葉を思い出し心が折れそうになった時に勇気づ

けられました。平成20年の岩手・宮城内陸地震のときです。こ

のときも転勤した直後でしたし局部地震ということで「何～すや、

俺の時に」という思いが先で初動期対応のことなど頭に浮かん

できませんでした。そんな時、ふと前述の話を思い出し「俺が来

るのを待っていたならやるしかない」という自信過剰ぎみですが

前向きな気持ちになることが出来ました。 

 今、思うと力強い激励の言葉だったと感謝しています。業務

上で難題が降りかかってきたら「○○○は俺を待っていたんだ」

と受け止めて進めてみてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 終わりに  

 ４０数年という長い間にはいろいろな時代がありました。入

庁した頃の「日本列島改造論」という華々しい時期から、後の

「公共事業不要論」やら「コンクリートから人へ」という土木技術

者にとっては不遇の時期もありましたが、東日本大震災後の今

は「国土強靱化計画」のもとにまた土木技術が必要とされる時

代が訪れていますので技術者として誇りをもって仕事に励んで

頂きたいと思います。それから、若手職員のみなさんには震災

復興という激務の中ですが、新しい土木技術の習得といった

箇々のスキルの向上、多種多様な工事現場を見るチャンスと

捉える位の余裕（ゆとり）も必要です。（課題は組織が解決

しますから。） 

 来年からは復興の再生期を迎え益々ハードになると思います

が身体に気をつけてふるさと宮城のために頑張ってください。 

 

 

追伸： 

 まだ、数ヶ月の在任期間がありますので少々早いですが、この

紙面を借りてお礼を申し上げます。大変お世話になりました。

ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






